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経済地理メモｰ社会主義国編一

⑦ブルガリア

資料情報係
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国名ブルガリア人民共和国(Hapo八HaPeny6刀HKa

B-bハrapx兄)

面積11.1万km2

人口900万人

首都ソフイア(C0ΦH兄)

国土

ブルガリアはバルカン半島にあって北はノレｰマニア

酉はユｰゴスラビア南はギリシャとトルコに接し東

は黒海に面している.その位置が西ヨｰロッパから小

アジアのさらに中近東への最短路に当たること黒海

とドナウ川を通じて舟運の便が大きいことは経済と

くに貿易上有利な特徴となっている.伝統的に国民の

親ソ感が強くその特徴は地理的な位置によって倍加し

ている.

同じキリル文字で表わされ共通性が大きい.

経済の特徴

第2次世界大戦前のブルガリアは農業主体のまっ

たくの後進国であった.大戦後杜会主義体制に入っ

てから高度た農業経済と近代工業の国に変っていった.

現在ブルガリアの経済部門の中でトップにたっている

のは鉱工業部門でその大部分は新たに建設された部門

である.工業の振興は新しい工業地帯を生み過去

とり残されていた地域(ロドペ地方とドブルジャ地域)の発

展をもたらした.

経済相互援助会議の一員としてのブルガリアはその分

担に積極的であり非鉄金属工作機械化学製品農

産物･農産加工品の供給国となっている･観光資源に

よる国家収入はかなり大きな比重を占める.

住民

人口密度は他のバルカン諸国と同程度であるカミ人口

増加率は高く都市人口は人民共和国建国以来ほぼ倍増

し全人口の半分をこえた｡労働人口の過剰傾向にあ

る農村から労働力を求める都市への人口の移動は今も続

いている.民族構成でいえばブルガリアは単一民族

国家に近く約90%カミ南スラブ民族で少数民族の中で

はトルコ族カミもっとも多い.公用語はブルガリア語

であるかロシア語も同程度に用いられる.両者は

鉱工業

ブルガリアは銅･モリブデン鉱銅鉱鉛･亜鉛鉱

マンガン鉱に比較的富んでいるカミ隣のユｰゴスラビア

ルｰマニアよりもエネルギｰ資源に乏しい･最近発見

された油田も天然ガス田も規模カミ比較的小さく埋蔵炭

量はかなり多いカミその大部分が樹炭である.水力資

源も燃料鉱物資源の不足の一部分を補うことカミできるに

すぎない.
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ブルガリアの主要鉱工業の配置
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団目1皿棚棚晒1日1口1囮咽11回1価個β

第2図北ブルガリアの油田･ガス田の分布状況(レｰピンほか1972)

凡例:

1一ドナウ(ミジア)卓状地2一カルバｰト･バルカンアノレプス摺曲区画前バルカン構造帯

3一同東前バルカン構造帯4一同南カルバｰト概造帯

5一下カムチャ前陸盆地6一ドナウ卓状地内の大型構造単元の境界

7一大型断層8一滴閏･ガス田区の境界

9一既知油田･ガス田帯の境界10一可採油田

11一非可採油田12一可採ガス田

13一非可採ガス田

A一前カルパｰト･バルカン油田･ガス田区南部油田･ガス田区図上の数学(油田･ガス田):

B一バルナ油田･ガス田区1一ドルニ･ジブニク

2一ゴルニ･ジブニク

地質構造単元:油田･ガス田帯:3_デベタク

I'北ブルガリア地形1一ドブリツチ山塊南斜面a一ジブニロ4_チュレノボ

I皿一レｰブライズ群V一プレベンライズ群b一ギゲンｰゴラビア5_チレン

V一ピジン'ストレノ'ヤ地形南斜面M一ロｰム堆積盆地｡一デベタクｰパブリキ6_ゴリャモｰベシュテ

W■ボロバンｰツチェニツ凹地W一アレクサンドリア凹地南縁帯d一チュレノボ7_ゴモタル

X一ツトラカン堆積盆地X'バルナ凹地e一ムラモノレ8_ギゲン

x一チルゴビシテｰプロバジ構造階刈一プロバジ堆積盆地g_クラペツ

10一ブラトニツ

11一ボルガレフ

12一下ムカチャ

このよう狂実態からブルガリアのエネルギｰ産業の

発展は次のような特徴を備えてきている.一つには国

内資源の有効利用一つには燃料とエネルギｰの輸入で

後者の割合が大きい.

まず1960年代になってブルガリア最大のマリツァ

炭田区の炭田灘が開発に入り露天掘されたその樹炭は

3個所の大型火力発電所で使用され今日に及んでい

る･さらに山地の河川では水力発電所系列が建設さ

れドナウ川でもルｰマニアと共同して多目的ダムの建

設カミ進んでいる･ブルガリア最初の原子力発電所も運

転を始めた.

燃料とエネルギｰの輸入は海路によるソ連からの石

炭(ドネツ炭)と石油パイプラインによるソ連からの天

然ガスルｰマニアを経由したモルダビア発電所群から

の雷カガミ主体である.

冶金部門では銅鉛亜鉛を主として非鉄冶金が盛

んである.また国内産の鉄鉱を基礎にした大型製鉄

所(ソフィア近郊のグレコミコフツィ鉄鋼コンビナｰト)カミン

連の援助をうけて新設され操業を始めた.

化学工業部門では化学肥料(とくに窒素肥料)と苛性

ソｰダの生産カミぬきんでている.ブルガリアの石油化

学工業の先駆となったブルガス石油化学コンビナｰトは

ソ連産の石油に依存して操業している.

機械製造部門では電動フォｰクリフト電気機器

工作機械トラクタｰの生産カミ主力で最近は電算機類

の生産が急増している.造船トン数も多くなってきた.

各種の機械製造の主な中心地はソフィア造船はバルナ

農業機械はルｰセである.�
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外国貿易

ブルガリアの貿易相手国の数は113で社会主義国の

中ではきわだっている･そのうち貿易協定を結んで

いるのは72か国である.ただしこの数字は1970年の

ものであるから現在はさらに多くなっていると思われ

る･しかし貿易総額の3/･以上が社会主義諸国相手

で取引の筆頭は東ドイツそれにチェコスロバキア

ポｰランドソ連が続く.

我が国との関係

ブルガリアは1955年12月に国連に加盟し

我が国とは

1959年9月に国交を回復して1960年に公使を交換した

カミ1964年6月になってそれぞれ大使に昇格させた｡

1970年の大阪万国博覧会を契機にブルガリアは急速に親

日に優き以来対目感情はきわめて良好である.

我が国の対ブルガリア貿易総額は1978年の場合

7,361万ドル(対世界総額のO.04%)うち日本からの輸出

は5,540万ドル(対世界輸出総額の0.05%)日本への輸入

は1,821万ドル(同しく輸入総額のO.02%)にすぎないか

いずれも増加の傾向にある一日本からの輸出は主とし

て鉄鋼と電子工学設備日本への輸入品は食品と絹糸な

どである.

地質図⑳販琵について

資料室

地質調査所発行の地質図類については広い層の方々

にご利用いただいておりますが今後ともより一層ご利

用いただけますよう地質図類の販売価格をお知らせ致

します(56年度発行分)､

なお今後発行されるものにつきましては逐次お知

らせ致します.

地質図販売所

･東京地学協会

102東京都千代閏区二番町12-2

�㌩㈶���

･地学文献センタｰ

183東京都府中市栄町1-1-16

��㌩��〵　

･その他各地主要書店

地質図名

i嚇価格(円)li

1/500万目本地質図(第4版)

1/200万日本の火山(第2版)

1/20万名古屋(第2版)

〃延岡

〃姫路

〃松江･大杜

1/5万越後湯沢(説明書付)

〃石岡(〃)

〃古川(〃)

〃横浜(〃)

〃松島(〃)

〃申甑(〃)

〃象潟(〃)

〃三目町(〃)

〃静岡(〃)

〃大阪西北部(〃)

〃諸塚山(〃)

海洋地質図16紋別沖表層堆積図(1:20万)

〃17小笠原島弧北部広域海底地質図
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地質図名

1販売価格(円)

(1:100万)

〃18小笠原島弧南部及びマリアナ爵

弧北部広域海底地質図(1:100

万)

〃19中部太平洋フリｰ･エア重力異

常図(1:200万)

構造図6秋田･山形地域活構造図(1:20万)

活構造図東京(1150万)

特殊地質図21-1豊肥地熱地域地質図(1:10

万)(説明書付)

〃22静岡･御前略及び横須賀地域

重力団(1:20万)

水理地質図31長野県千曲川及び犀川流域水

理地質図(115万)

室申磁気図28常盤沖東方海域

"29日本周辺海域

〃30三陸沖東方海域

目本地質図索引回第4葉1975-1979

地質図目録図1982
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